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「居場所」と「寛容」 
～地域社会における人間関係のあり方～ 

ライフデザイン研究部 客員研究員 稲垣 円 

 

1.｢居場所｣の普及 

「自分の居場所がある（または、居場所がない）」。私たちは日常生活で何気なく

「居場所」という言葉を使う。職場や学校、自分の住まいや自分の部屋といった空間

をイメージする人もいれば、家族や共通の趣味を持つ友人、同僚、同級生といった人

との関係性をイメージする人もいるだろう。 

「居場所」については、社会学、教育学、心理学等の領域で研究が行われており、

それぞれの目的によって定義が異なる（注 1）。本稿ではその詳細は述べないが、大

別すると、居場所は物理的な場所だけでなく心理的な側面が注目されるようになり、

他者との関係性の有無によって自己の存在確認ができる「場」（社会的な居場所）と、

一人になることで自分自身と向き合い、自己の存在が確認できる「場」（個人的な居

場所）に分けられる。 

日本では近年、カフェ、食堂、コミュニティスペース、コワーキングスペースなど

の多様な形態をとりながら、子育て支援、高齢者の交流・福祉、若者・子どもの居場

所、障害者福祉、アート、まちづくり等、多様なニーズに応えるよう地域に開かれた

「まちの居場所」という場が増えている（注 2）。加えて、米国の社会学者 R.オルデ

ンバーグが提唱する「サードプレイス」という概念を用いて、居場所を説明したり、

この概念をもとに場を設置したりするケースが見られる。サードプレイスとは、「フ

ァーストプレイス」としての家庭や「セカンドプレイス」としての職場や学校だけで

なく、誰でも気軽に入ることができ、心理的にも開放された場を指す。しかし、単に

もう一つの場があればよいというわけではない。そこで誰かと気軽に落合い、会話す

ること、特定の人だけのものでなく、誰もが制限されることなく入ることができ、心

地良くくつろぐことができ、存在そのものが許容されるような場を意味する。まちの

居場所であれ、サードプレイスであれ、自身の存在が許容されているという実感がも

てること、またそのような場が身近にあると思えることは、生活者の暮らしの質だけ

でなく、まちの魅力を高めることにもつながる。 

では、生活者はこうした「居場所」についてどのように感じているのだろうか。 

本稿では、前稿「何が『地域愛着』を育てるのか」（2023 年 6 月発行）で使用した、

自分の住む地域に対する主観をたずねる設問のうち、「自分の居場所がない」に着目す

る（注 3）。なお本設問では、物理的な場所を持っているかは問わず、あくまで回答者

の主観をたずねている。 
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2.誰が｢自分の居場所がない｣と感じているのか 

図表 1 は、「自分の居場所がない」という設問について、全体、性年代別に示したも

のである。性別で見ると、男性の方が女性よりも高い割合を示している。年齢別では

男女共に、年齢が若いほど「居場所がない」と回答する割合が高く、年齢が上がるほ

ど低くなっている。男性の 20、30 代では 35％を超え（20 代 35.5％、30 代 36.9％）、

女性も 20 代 33％、30 代 31.8％と、若い層の約 3 分の 1 が「自分の居場所がない」と

回答している。 

若い層については、学生で一人暮らしをしていたり、就職や転勤を機に縁のない地

域に越してきたりした人、また中堅に差し掛かり仕事にまい進していることが考えら

れる。日常生活の大半を職場や学校（またアルバイトなど）で過ごし、地域との関わ

りをもつきっかけやそもそもそのような時間もなく、居住地は「寝に帰る場所」でし

かないのかもしれない。そうした機会や時間の不足が居住地域に「自分の居場所」感

をもてないことと関連しているのではいかと推測される。 

 

図表 1 「自分の居場所がない」（性・年代別） 

*1：「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の合計 

*2：「自分の居場所がない」は逆転項目であるため、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の値が小さいほど、

自分の居場所がある、と認識していることになる。 

資料：第一生命経済研究所「第 12 回ライフデザインに関する調査」2023 年 3 月実施 

 

3.地域の寛容と居場所 

先に、居場所について物理的な場所だけでなく心理的な側面があることを述べた。

社会的にせよ、個人的にせよ、「自分の居場所がある」と思えるかどうかは、当事者が

自己の存在が確認できる実感をもてるかどうかがカギとなる。では、居住する地域（あ

るいは地域住民）がもつ地域特性は、「居場所」感に影響をもたらすのだろうか。本稿
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では、自己の存在を肯定的に捉えることを阻害するであろう、地域の寛容さを測る 6

項目を設定し、設問に対し「自分の居場所がない」（または、感じていない）と感じて

いる人が、それら項目にどのように回答しているか分析を行った。 

結果をみると、「自分の居場所がない」と感じている層（横棒グラフ緑色）は、居場

所があると感じている層（横棒グラフオレンジ色）と比べ、地域の寛容についても否

定的に捉える傾向にあることがわかる。その差をみると、「そう思う」は 5 ポイント以

上、「どちらかと言えばそう思う」は 20 ポイント以上である。全体の割合と見比べて

もその差は明確である（図表 2）。 

「自分の居場所がない」と感じている人の中には、地域に古くから根付く考え方や

慣習、また個人のジェンダーアイデンティティへの理解に対して、何らか違和感や引

っ掛かり、いまひとつ信じられないといった想いを抱え、そのことが地域に「自分の

居場所がない」と感じることにも影響を及ぼしている可能性がある。 

  

図表 2 現在住んでいる地域について感じること 

（「地域の寛容」×「自分の居場所がない」） 

全体（n=10000）：■「そう思う」、■「どちらかと言えばそう思う」 

「自分の居場所がない」に肯定的：■「そう思う」、■「どちらかと言えばそう思う」 

（「自分の居場所がない」に「そう思う」または「どちらかと言えばそう思う」と回答 n=2887） 

「自分の居場所がない」に否定的：■「そう思う」、■「どちらかと言えばそう思う」 

（「自分の居場所がない」に「そう思わない」または「どちらかと言えばそう思わない」と回答 n=71１3） 

*1：赤字は、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の合計 

*2：設問作成にあたっては、地域幸福度（Well-Being）指標の設問項目を参考にした。 

資料：図表 1 と同様 
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4.｢居場所｣より前に、必要なこと 

本調査結果から、居住する地域において「自分の居場所がある」という実感には、

地域に根付く考え方や人間関係に関わる課題も関連していることが示唆された。つま

り生活者の間に無意識に共有されている価値観や行動規範が、社会の変化に合わせて

見直し、更新されているかが問われていることでもある。 

しかし「寛容」とは難しいものである。本来、自分とは異なる意見、価値観を容認

することであるから、「あなたの考えは間違っているから、改めるなら認める（そうで

なければ認めない）」というのは寛容とは言わない。他者を強制的に変えようとするの

は寛容ではなく、不寛容が起こすことである。そのため、本研究で用いた 6 つの設問

についても、こうした考えを改めるべきだと強要することはできない。そういう考え

もあるのだと許容するか、許容できなければ自分の考えを説明し理解を促す。相手が

寛容であれば理解を示してくれる、あるいは、理解しないまでも「そういう考えもあ

るよね（あなたの考えは尊重する）」と許容するはずであるから、互いに寛容な状態が

保たれることになる。許容できなければ距離を置く、ということもあるだろう。 

とはいえ、人は知らないことに対して不寛容になりやすい。万人が万人に対して寛

容であることは不可能である。では、どうすればよいのか。 

少なくとも、自分の譲れないものや大事なものがあるように、他者にも同じように

譲れない、大事なものがあることを慮ること、変化する社会情勢や多様な価値観や境

遇をもつ人に思考停止せず向き合い、考え続けなければならないだろう。 

自分の存在を確認できる「居場所」があると思えることは大切であるが、それ以前

に、地域の中にこうした環境をつくることにこそ、一人ひとりが注力しなければなら

ないのではないか。 

 

【注釈】 

1) 1990 年代初頭から顕在化した子どもの社会問題、特に「登校拒否・不登校」について、学

校が子どもにとって精神的に安心できる場所（心の居場所）であることの必要性が指摘さ

れたことから、物理的に居場所が作られるようになり、研究も急速に増えた背景がある。 

2) 物理的な場の設置という意味で言えば、日本では地域コミュニティの持続的な運営のため

に機能する地域の集会・交流拠点は、戦後に整備された公民館や 1960 年代後半から各地で

設置されたコミュニティセンターなども含めるとその歴史は古い。その役割は社会教育的

な機能から、人びとが寄り集まって活動するようなコミュニティ機能が求められるように

なり、さらには官ではカバーできない社会ニーズを汲み取った分野（高齢者福祉、若者・

子どもの居場所、障害者福祉、アート、まちづくりなど）において、草の根的に交流空間

づくりが行われるようになり、今日まで発展している。 

3) 本稿では、当研究所が実施してきた生活定点調査の一部を活用している。調査概要は以下

の通り。 

調査名：「第 12 回ライフデザインに関する調査」、実施日：2023 年 3 月 3 日～5 日 

調査対象：全国の 20～69 歳の男女個人 10,000 人、調査方法：インターネット調査 
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